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・
中
山
前
国
交
相
へ
の
抗
議
‼

９
月
22
日
（
月
）、
兵
教
組

と
県
職
労
は
「
第
一
波
統
一
決

起
集
会
」
を
開
催
。
兵
教
組
か

ら
１
，１
３
０
名
が
参
加
し
た
。

集
会
冒
頭
、
両
組
合
を
代
表

し
、
兵
教
組
の
山
名
幸
一
執
行

委
員
長
は
「
県
人
事
委
員
会
に

対
し
、
減
額
措
置
後
の
給
与
に

基
づ
く
公
民
較
差
を
基
本
と
す

る
こ
と
、
生
活
水
準
の
維
持
改

善
に
つ
な
が
る
勧
告
を
出
す
こ

と
の
２
点
を
主
な
要
求
と
し
て

い
る
。
今
集
会
を
提
起
に
決
意

を
固
め
、
最
後
の
最
後
ま
で
団

結
し
、
闘
い
抜
い
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
人
事
委
員
会
要
請
行

動
と
し
て
、
川
原
芳
和
副
委
員

長
は
じ
め
各
地
区
代
表
者
が
、

こ
の
間
と
り
く
ん
で
き
た

「
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
」
１
３
，

８
２
２
枚
分
（
22
日
段
階
）
を
、

人
事
委
員
会
に
提
出
。
誠
意
あ

る
勧
告
を
求
め
た
。

経
過
報
告
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
採

択
の
後
に
、
要
請
行
動
報
告
。

決
議
文
採
択
が
行
わ
れ
、
県
職

労
の
坪
田
眞
樹
委
員
長
の
「
今

年
の
人
事
院
勧
告
は
、
月
例

給
・
一
時
金
い
ず
れ
も
改
定
が

な
さ
れ
ず
、
我
々
に
と
っ
て
は

非
常
に
不
満
の
残
る
も
の
。
こ

う
い
う
時
こ
そ
、
団
結
の
力
を

さ
ら
に
強
め
る
。
賃
金
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
今
、
非
常
に
増

え
て
き
て
い
る
心
の
病
の
問
題

も
対
県
要
請
で
ふ
れ
た
い
。
兵

教
組
・
県
職
労
は
対
県
共
闘
組

合
。
こ
の
第
一
波
統
一
決
起
集

会
を
皮
切
り
に
、
精
一
杯
の
闘

い
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と

閉
会
の
あ
い
さ
つ
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
の
後
、
県
庁
周
辺
を
デ

モ
行
進
し
た
。

９
月
26
日
（
金
）
に
は
、
地

区
・
支
部
代
表
人
事
委
員
会
要

請
行
動
と
し
て
、
各
地
区
の
切

実
な
声
を
人
事
委
員
会
に
届
け

た
。冒

頭
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
の

追
加
分
と
し
て
６
１
８
名
分
、

累
計
１
４
，
４
４
０
名
分
（
26

日
段
階
）
を
提
出
。
そ
の
後
、

各
地
区
・
支
部
の
代
表
は
、
大

変
厳
し
い
現
場
実
態
を
訴
え

た
。

地
区
代
表
発
言
内
容
（
抜
粋
）

「
独
自
カ
ッ
ト
で
、
賃
金
は

下
が
り
、
仕
事
は
増
え
て
い
る

と
い
う
声
を
聞
く
。
時
間
単
位

で
考
え
れ
ば
、
パ
ー
ト
と
等
し

い
。
物
価
の
高
騰
な
ど
、
生
活

は
苦
し
い
。
公
務
員
賃
金
の

ア
ッ
プ
に
、
民
間
が
続
い
た
と

い
う
例
も
あ
っ
た
。
民
間
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
賃
金
ア
ッ
プ

し
て
ほ
し
い
」（
神
戸
）

「
離
島
（
家
島
）
で
は
、
船

の
発
着
時
間
の
関
係
で
定
期
券

が
購
入
で
き
ず
、
定
期
券
よ
り

割
高
な
回
数
券
を
使
わ
ざ
る
を

得
な
い
実
態
が
あ
る
。
ま
た
、

港
ま
で
自
家
用
車
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
燃
料
費
・
駐

車
場
代
等
、
通
勤
手
当
だ
け
で

は
ま
か
な
え
な
い
。
交
通
用
具

併
用
者
に
対
す
る
措
置
を
」（
中

播
）

「
通
勤
手
段
が
車
し
か
な
い
。

地
域
の
特
性
上
、
自
家
用
車
は

公
用
車
の
よ
う
な
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
持
ち

出
し
の
状
態
が
続
い
て
い
る
」

（
西
播
・
但
馬
・
丹
波
・
淡
路
）

「
公
共
交
通
機
関
の
現
状
か

ら
、
止
む
を
得
ず
交
通
機
関
・

交
通
用
具
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
代
が
発

生
し
て
い
る
」（
中
播
・
淡
路
）

「
登
校
し
て
か
ら
帰
宅
す
る

ま
で
、実
質
休
憩
は
取
れ
な
い
。

帰
宅
後
も
生
徒
指
導
等
で
の
呼

び
出
し
が
あ
る
。
子
ど
も
の
こ

と
を
思
い
行
う
こ
と
が
、
い
っ

そ
う
多
忙
化
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
」（
南
阪
神
・
北
阪
神
・

北
播
）

「
現
場
で
は
、
各
校
２
～
３

名
の
臨
時
的
任
用
教
職
員
が
勤

ボーナス予約のご案内ボーナス予約のご案内ボーナス予約のご案内ボーナス予約のご案内

団
結
を
固
め
た
第
一
波
決
起
集
会
（
県
庁
前
で
、
９
月
22
日
）

務
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
正

規
職
員
と
同
様
の
勤
務
状
態
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
待
遇
面
に
大

き
な
差
が
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
臨

採
教
職
員
の
待
遇
改
善
を
」（
南

阪
神
・
東
播
）

こ
れ
に
対
し
人
事
委
員
会
事

務
局
は
、「
現
在
、
県
内
の
民

間
賃
金
実
態
調
査
を
集
計
・
分

析
中
で
あ
る
」
と
し
、
現
時
点

で
回
答
は
で
き
な
い
が
、
本
日

の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
勧
告
に

対
す
る
要
請
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
。

三
田
市
議
会
議
員
選

挙
は
、
定
数
24
に
対
し

30
人
が
立
候
補
し
た
。

ひ
わ
だ
充
さ
ん
は
、
兵

教
組
三
田
支
部
兵
教
組

事
務
職
員
部
を
は
じ

め
、
全
県
か
ら
の
支
援

を
得
て
１
，８
１
１
票
、

10
位
で
見
事
に
当
選
を

は
た
し
た
。
難
し
い
２

期
目
の
挑
戦
を
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
ひ
わ
だ
さ
ん

の
日
頃
の
堅
実
な
と
り
く
み

が
、
市
民
に
認
め
ら
れ
た
結
果

だ
。
投
票
率
は
53
．
32
％
だ
っ

た
。当

選
後
ひ
わ
だ
さ
ん
は
、「
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
教
育
界
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

過
去
と
未
来

た
つ
の
市
播
磨
高
原
東
中
学
校　

二
年

西
畑　
　

翔

遠
い
と
こ
ろ
に
木
が
あ
っ
た

大
き
な
大
き
な
老
い
た
木
が　

あ
っ
た

何
百
年
と
時
が
た
ち

今
ま
で
き
た

歴
史
が
見
え
る

す
ぐ
足
下
に
芽
が
あ
る

小
さ
な
小
さ
な
若
い
芽
が　

あ
る

何
百
年
と
時
が
た
ち

そ
の
う
ち
大
き
な
木
に
な
る

未
来
が
見
え
る

こ
ど
も
の
詩
と
絵
第
28
集
よ
り

切実な現場実態をもとに強く訴える
独自カット問題、勤務時間適正化、所定内勤務時間短縮、
通勤手当問題、臨採教職員の待遇改善など

三
田
市
議
会
議
員
選
挙

ひ
わ
だ
充
さ
ん
当
選

　
　

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
一
波
統
一
決
起
集
会

08
対
県
確
定
闘
争
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団体生命共済・医療共済
＜中途・追加＞加入募集中

承08－56－15（0807）

「もしも」のときに頼りになる、
教職員共済生協の共済をご利用ください

契約例 入院 5,000 円タイプの場合
（医療スタンダード5口＝基本契約＋長期入院特約＋手術特約＋退院特約）

月掛金　1,750円 （60歳以下の場合）月掛金　5,400円

日帰り手術
もＯＫ！

1泊2日入院
からＯＫ！

入院 ―――――1日につき 5,000 円
●1入院につき年間180日まで
　（ガン入院は日数無制限）

（ガン入院は10,000 円）

長期入院 ――――― 一時金で15万円
●180日以上の継続入院に

手術 ―――― 一時金で 20万～5万円
●所定の手術に

退院 ―――――――― 一時金で5万円
●20日以上継続入院後の退院に

死亡・高度障害――――2,000 万円

公務・交通災害死亡――3,000 万円

所定の障害――800 万～100 万円

死亡 2,000 万円タイプ
（20口）

いますぐご加入！

こ
れ
ま
で
の
経
緯

中
山
成
彬
前
国
土
交
通
大
臣
は
、
９

月
25
日　

成
田
問
題
を
「
ご
ね
得
と
い

う
か
戦
後
教
育
が
悪
く
、
公
共
の
精
神

が
無
い
」。
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
問

題
を
「
日
本
は
ず
い
ぶ
ん
内
向
き
な
、

単
一
民
族
」。
大
分
県
教
委
の
教
員
採

用
汚
職
に
つ
い
て
、「
日
教
組
の
子
ど

も
は
成
績
が
悪
く
て
も
先
生
に
な
る
。

だ
か
ら
大
分
県
の
学
力
は
低
い
」「
日

教
組
の
強
い
と
こ
ろ
は
学
力
が
低
い
」

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
を
提
唱
し
た
の
は
、

日
教
組
の
強
い
と
こ
ろ
は
学
力
が
低
い

の
で
は
と
思
っ
た
か
ら
。
現
に
そ
う
。

だ
か
ら
学
力
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
役
目

は
終
わ
っ
た
」
な
ど
と
語
り
、　

数
時

間
後
「
誤
解
を
招
く
発
言
で
あ
っ
た
」

と
し
て
発
言
を
撤
回
。

９
月
26
日　

国
交
省
に
、
千
葉
県
知

事
や
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
な
ど
、
関
係

者
か
ら
の
抗
議
が
相
次
ぐ
。日
教
組
は
、

岡
本
泰
良
書
記
長
談
話
「
中
山
成
彬
国

土
交
通
大
臣
の
日
教
組
へ
の
誹
謗
・
中

傷
に
対
す
る
書
記
長
談
話
」
を
発
表
。

中
村
譲
中
央
執
行
委
員
長
名
の
抗
議
文

（
下
記
掲
載
）
を
手
に
国
交
省
へ
出
向

く
が
、
本
人
と
の
面
会
を
断
ら
れ
る
。

９
月
27
日　

宮
崎
の
会
合
で
、「
日

教
組
は
解
体
す
る
」「
日
本
の
教
育
の

『
が
ん
』
で
あ
る
日
教
組
を
ぶ
っ
壊
す

た
め
に
、
私
が
先
頭
に
立
つ
」
と
暴
言

を
繰
り
返
す
。

９
月
28
日　

閣
僚
を
辞
任
。
日
教
組

批
判
を
「
確
信
的
」「
国
民
の
関
心
を

引
き
た
か
っ
た
」
と
発
言
。
ま
た
、「
撤

回
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
反
省

の
色
は
無
い
。

閣
僚
・
議
員
と
し
て
の

�

資
質
が
問
わ
れ
る

こ
れ
ら
は
、
歴
史
的
経
緯
や
事
実
関

係
、
政
府
見
解
さ
え
も
踏
ま
え
ら
れ
て

い
な
い
。
成
田
問
題
で
政
府
は
95
年
に

閣
議
了
解
を
得
た
上
、
反
対
派
農
家
に

謝
罪
文
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
６
月
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
民
族

認
定
の
決
議
が
、
国
会
で
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
ば
か
り
。
ご
ね
得
や
単
一

民
族
発
言
に
は
、
中
山
大
臣
は
「
舌
足

ら
ず
だ
っ
た
」
と
発
言
を
撤
回
し
た
。

し
か
し
、
日
教
組
批
判
に
は
謝
罪
を
す

る
ど
こ
ろ
か
、「
日
本
教
育
の
ガ
ン
」「
日

教
組
を
ぶ
っ
壊
す
運
動
の
先
頭
に
立

つ
」
な
ど
の
暴
言
を
繰
り
返
し
た
。

権
力
の
乱
用
を
露
呈

さ
ら
に
、
小
泉
政
権
時
代
、
文
部
科

学
相
だ
っ
た
中
山
氏
は
、
学
力
テ
ス
ト

の
実
施
を
提
唱
。
学
力
向
上
の
指
導
が

目
的
だ
っ
た
は
ず
が
、「
日
教
組
と
低

学
力
の
関
係
を
見
た
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
。
毎
年
60
億
円
も
か
け
る
テ
ス

ト
が
、
何
の
根
拠
も
な
い
日
教
組
と
低

学
力
の
関
係
の
検
討
の
た
め
な
ら
ば
、

こ
れ
は
権
力
の
乱
用
で
あ
る
。
文
科
省

が
公
表
す
る
調
査
結
果
か
ら
も
、
日
教

組
の
組
織
率
と
学
力
と
の
相
関
関
係
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

私
た
ち
の
教
育
に

�

誇
り
を
持
と
う

全
国
の
教
職
員
組
合
の
連
合
体
で
あ

る
「
日
教
組
」
を
「
ぶ
っ
壊
す
」
と
は
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
「
集
会
・
結
社
・

表
現
の
自
由
」
に
抵
触
す
る
。
日
教
組

各
県
単
組
の
多
く
も
人
事
委
員
会
に
登

録
さ
れ
た
合
法
的
組
織
だ
。
日
教
組
に

対
す
る
誤
っ
た
偏
見
に
基
づ
く
、
誹

謗
・
中
傷
発
言
は
、
断
じ
て
容
認
で
き

な
い
。

中
山
大
臣
の
一
連
の
発
言
に
対
し
、

新
聞
・
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
批
判
的
な

も
の
が
多
く
、
任
命
し
た
麻
生
首
相
の

責
任
を
問
う
声
も
多
い
。
私
た
ち
は
多

く
の
理
解
者
の
声
を
背
に
、
偏
見
と
間

違
っ
た
認
識
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
無
く
、
兵
庫
の
教
育
、
日
本
の
教
育

の
担
い
手
と
し
て
の
誇
り
を
持
と
う
。

そ
し
て
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
さ
ら
な
る
日
々
の
実
践
に
と

り
く
も
う
。

中
山
前
国
交
相
へ
の
抗
議
‼

日教組への荒唐無稽な批判つづく
　このような言葉に惑わされず、私たちの教育に誇りを持とう！

日本教職員組合・日本労働組合総連合会　抗議文

参議院議員
　　中　山　成　彬　様

2008年９月28日

日本教職員組合　　　　　
中央執行委員長　中村　譲

　あなたは、「失言３連発」で批判を浴びたにも関わらず、問
題発言に対する謝罪をするどころか、「日教組をぶっ壊す」「日
本の教育のガン」など、日教組に対する暴言を繰り返しました。
憲法で保障された「集会・結社・表現の自由」に抵触し、日教
組に対する誤った偏見に基づく誹謗・中傷発言は、断じて容認
できません。
　日本教職員組合は、発言に対し下記の点から厳重に抗議する
とともに、発言の撤回及び謝罪を強く求めます。

記

一 、私たち教職員は、日々、子どもたちと向き合い教育活動を
通して次の世代の主権者として育成する社会的責任を負って
います。日教組は、地域の厳しい現実、著しい変化をとげる
現代社会の中で、子どもたちをめぐる教育課題に向き合い、
子ども一人ひとりのゆたかな学びを保障する視点から、教育
実践を展開するとともに、教育条件整備・充実にむけたとり
くみをすすめています。あなたの発言は、全国各地の学校現
場の教職員の不断の努力を踏みにじるものです。

一 、「日教組の強いところは学力が低い」発言は何の根拠もなく、
学力調査結果からも相関関係はないことは、明確になってい
ます。学力調査の結果で明らかになった喫緊の課題は、教育
条件の整備・改善策です。重大な問題は、日教組を誹謗・中
傷しただけでなく、一方的な個人の思いを理由に、日本の教
育行政の責任者である文科大臣（当時）の権力を乱用し、毎
年60億円を超える予算を投じる全国学力テスト導入を提唱し
たことです。

内閣総理大臣
　　麻　生　太　郎　様

2008年９月28日

日本教職員組合　　　　　
中央執行委員長　中村　譲

　中山前国土交通大臣は、「失言３連発」で批判を浴びたにも
関わらず、問題発言に対する謝罪をするどころか、日教組に対
する暴言を繰り返しました。憲法で保障された「集会・結社・
表現の自由」に抵触し、誤った偏見に基づく誹謗・中傷発言は、
断じて容認できません。
　私たち教職員は、日々、子どもたちと向き合い教育活動を通
して次の世代の主権者として育成する社会的責任を負っていま
す。中山前大臣の発言は、全国各地の学校現場の教職員の不断
の努力を踏みにじるものです。また、「日教組の強いところは
学力が低い」発言は何の根拠もなく、学力調査結果からも相関
関係はないことは、明確になっています。
　学力調査の結果で明らかになった喫緊の課題は、教育条件の
整備・改善策です。重大な問題は、日教組を誹謗・中傷しただ
けでなく、一方的な個人の思いを理由に、日本の教育行政の責
任者である文科大臣（当時）の権力を乱用し、毎年60億円を超
える予算を投じる全国学力テスト導入を提唱したことです。

　本日、様々な批判を受け、大臣職を辞任されましたが、憲法
を尊重し擁護する義務を負う国務大臣として辞任は当然です。
個人的な偏った思想を国務大臣という公人の立場で発言したこ
とは、政治家としての資質・見識が問われています。
  日本教職員組合は、麻生内閣総理大臣に対して、以下のこと
を強く求めます。

記

一、任命責任者としての明確な謝罪を強く求めます。

以上

2008年９月30日

前国土交通大臣発言に対する抗議声明
日本労働組合総連合会
会長　　高木　　剛

１ ．中山成彬前国土交通大臣は、25日、報道各社のインタビュー
で、成田空港拡張への反対を「ごね得」、観光政策に関し「日
本は単一民族」、「日教組が強いところが学力が低い」などと
発言した。前者の二点については撤回し陳謝したが、27日に
は現職閣僚の立場のまま、「日本の教育のがんは日教組だと
思っている」「日教組をぶっ壊す最先頭に立つ」と述べ、日
教組に関わる発言を撤回しないと宣言し、「集会・結社・表
現の自由」にまで抵触する誹謗中傷を繰り返した。

２ ．同氏は、野党からの追及はもとより与党内部からも、事実
にもとづかない発言や閣僚としての発言の重みを認識しない
等の厳しい批判が噴出する中で、28日、辞任に追い込まれた。
　 　所管する課題への認識の誤りや甘さは、同氏が閣僚の資質
を持ち得ていなかったことの証左である。問題発言を撤回、
謝罪し大臣を辞任することは当然であるが、それで落着する
問題ではない。

３ ．民主主義の基盤である基本的人権を率先して擁護すべき内
閣・閣僚が、憲法が保障する「結社の自由」を公然と否定し、
事実に反する発言を撤回するどころか一層エスカレートさせ
ているという前代未聞の事態は、日本の民主主義にとって極
めて深刻である。
　 　任命した麻生総理大臣の見識と責任が厳しく問われてお
り、麻生内閣は行政の最高機関としての見解を表明し、事態
の責任を明確にしなければならない。

４ ．連合は、合法的に存在している労働組合を現職閣僚が否定
し、解体する等の発言と行為を断じて容認しない。あわせて、
中山前大臣の事実に反する誹謗・中傷発言に強く抗議し、撤
回と謝罪を求める。
　 　連合は以上の認識に立ち、麻生総理大臣に対し、一連の事
態に対する内閣としての謝罪、見解の表明を求める。

以上
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